
 

 

 

１．人口の推移と将来人口推計に対する動向 

○令和８年４月１日現在の総人口は１２４，８１２人で、前年を９７４人（０．８％）下回り、平成２３

年に減少に転じてから、１６年連続の減少となりました。 

〇この１年間の出生者数は５７６人、死亡者数が１，５９３人で、出生者数から死亡者数を差し引いた自

然増減は１，０１７人の減となりました。昭和６０年に自然増減の比較を開始して以来、初めて減少に

転じた平成１８年から２１年連続での減少です。 

○令和４２（２０６０）年において約１１．５万人の人口規模を確保することを施策による最大効果と捉

えた将来人口推計である約１２６，７００人を下回る推移となりました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市人口ビジョンにおける将来人口推計に対する動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．社会増減の状況 

○令和６年から２年連続社会減が続いておりましたが、令和８年は４３人の社会増となりました。 

○転入先としては、大半が県内ですが、インドネシア、ベトナム、ネパールなどの外国からの転入も増え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市連区別・年齢別・男女別人口（令和８年４月１日現在）に基づく本市の人口推移等について 

瀬戸市「瀬戸市人口ビジョン」 

第６次瀬戸市総合計画の計画期間 瀬戸市「住民基本台帳」 

瀬戸市「住民基本台帳」 

上位転入先（令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

瀬戸市における社会増減数の推移 
 

総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」、瀬戸市「住民基本台帳」 

年齢４区分別の人口推移 

 
 



３．外国人の状況 

〇日本人については、毎年減少しておりますが、外国人については、毎年増加しています。 

〇外国人人口が多い連区については、下品野連区（６９９人）、效範連区（４６８人）、山口連区（４６５人）

と続いています。 

〇総人口に占める外国人が多い連区については、萩山台連区（１０．９％）、原山台連区（１０．２％）、下

品野連区（９．６％）に続いています。 

 

過去５年間の日本人・外国人の総人口 

 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

日本人人口 124,132 123,147 121,894 120,399 119,118 

外国人人口 4,338 4,735 5,009 5,387 5,694 

合計 128,470 127,882 126,903 125,786 124,812 

 

令和８年４月１日時点 外国人人口が多い連区 

順位 連区名 外国人人口 

１ 下品野 ６９９人 

２ 效範 ４６８人 

３ 山口 ４６５人 

４ 新郷 ３６６人 

５ 原山台 ３４４人 

 

過去５年間の総人口における日本人・外国人の占める割合 

 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

日本人割合 96.62％ 96.3％ 96.05％ 95.72％ 95.44％ 

外国人割合 3.38％ 3.7％ 3.95％ 4.28％ 4.56％ 

 

令和８年４月１日時点 外国人割合が多い連区 

順位 連区名 外国人割合 

１ 萩山台 １０．９％ 

２ 原山台 １０．２％ 

３ 下品野 ９．６％ 

４ 品野 ８．７％ 

５ 八幡台 ７．９％ 

 

 

４．高齢化率の状況と今後の予測 

○令和８年４月１日現在の老年人口は３８，１６９人、高齢化率は３０．６％となっています。 

○老年人口の割合が最も高い連区は萩山台連区（４７．４％）で、八幡台連区（４６．０％）、品野連区 

（４２．７％）と続いています。 

○令和２２（２０４０）年には、日本全体で高齢化率が約３５％になると推計されていますが、本市でも 

３４．７％となる見込みです。 

年齢３区分別人口の構成比【連区別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 瀬戸市「住民基本台帳」 

瀬戸市「住民基本台帳」 

瀬戸市「住民基本台帳」 

瀬戸市「住民基本台帳」 

瀬戸市「住民基本台帳」 

 
高齢化率 

34.7％ 

瀬戸市「瀬戸市高齢者総合計画（第９期瀬戸市高齢者福祉計画・介護保険事業計画）」 


